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国際アフリカニスト会議

西 野 照太郎
1962年 12月 に第 1回大会が開かれ、憲章が採択 されて正式に成立した国際
ア フ リカ ギ ス ト会 議 I・Iterllationa■  00ngress of Africanists は 、 か ね
て第 2回大会をセネガルのダカールで斎催することを決定していましたがぃ1965
年に予定されていたのか延期されて、 196る年 1ク 2月 に開催されることになつた
と、私たち第 1回大会に出席して、一応日本のNatio■づュ De■ Ogati04に され
ているものに、去る 5月 18日 付の同会議事務局からの書簡で通知がありました。
同じ書簡によりますと、来るべきダカール大会での統一テ千マは、「 アフリカ開
発における調査研究の役割」 The ro■ e Of research in African deve■ 0_
pmOnt と決定しており、各分科会の基調報告書はこのテーマに関連した研究報
告をしなければなりません。 (なお、 1905年 10月 24-26日、サンフランシス
コ で 開 か れ た ア メ リ カ の African studies ASSOCiation第 6回 大 会 で 、The
roユo of eciOnce ttLa tech.。 ■。gy ュn African deve■ oplllentヵミ、 主要
なテーマの 1つ になつてい ました )。
ダカール大会で予定されている分科会は、次?5部門となつてぃます(ス ペニ
スがないので英文だけ掲げ ます )

1口  History, EthrLO■ Ogy, Archaecュ Ogァ  and LttllgLLiStics.

2.  00■ Cept■ La■ PrOb■ eIItL。 ; Re■ 土gi oll, Phi■ osoph7, PsychO■ Ogァ and
EducatiOn。

5。   LiterattLrO, Foュ k■ O re, Art antt Music。          _

4.  socia■ , Poュ itica■  and EcOnolllic lnstitutiOns and MOdern

Re■ ated Prob■ eIELS。

5,  sCi9■ Ce ana Techn。 ■。gァ in the DeVe■ opIILent of Africa。

なお、この会議の詳細については、 1966年大会の事務局長であるダカ■ル大
学のアラッサーヌ ,■ン外ウ教授PrOf A■ assane N/Dawから情報が得られる
と附記されていましたのそ、私から連絡をとつてぉりますが、まだ回答がありま
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せ ん。   |

また、同じ書簡の中で「アックラできめiら れた各国五atttOnai dす legtttttOns

の多くはキ草1峰 1音声11決
'|～にすぎない?|で、その構成メンパーはその後まだ確

認・されていない」、すとぃう理由から、「できるだけ早く」正式のnati6五あ■ '.
ne■ egationを結成して、その名簿を事務局に提出してほしtヽ と勧告しています。
日本の暫定的な構成メンバーは、富川、藤日、川日の各氏|と私になつております

ので、 この件については在京の本学会理事の間でも検討をはじめ、学術会議の関
係者とも連絡をとつております。

ダカールでの第 2回 国際アフリカニス ト会議から、もつと詳しぃ情報が入りま

したら御通知しますが、その大会には日本からもできるだけ多くの出席者を、本

学会の皆さんの御納得のいく形で、派遣できるようにしたいと考えております。

(nati Ona■ de■ OgatiOn と出席メンパーとは無関係でつ。 5っ の分科会に寄
与でき、できればす ぐれた研究発表もそきるキうな、出席者を選り出せるように、

本学会を充実しセおきたぃのか、私たちの強い念願であります。

S人 事 に つ い て
先般行われた理事会で次の人事が決定された。
O幹事、藤田弘二 (ア ジア経済研究所 )
O編集委員、西野照太郎 (編集長 )、 浦野起央 (『 アフリカ研究』編集担当 )
長島信弘 (『 会報』編集担当 )中村弘光、矢内原勝

筒、理事は編集委員として随時参加する。

S 会員の活動状況
4月 、京者に大学アフリカ調査取の梅樟忠夫氏、富川盛道氏らが帰国
5月 25日、名古屋大学アフリカ調査研究会第4回研究会が名古屋大学で行われたと

(1)浅井恵論『 アフリカ研究におけるヨーロツパ各国の動向』

像)江上波夫『 アフリカおょび近東の旅行談』
5月 29日 、 50日 、第 る回日本民族学研究大会が立教大学で行われ、次の会員諸氏が報告された。
小堀 巌『 ェジノいのカナット』
高橋統一『 エチォピ了になけるバナナ栽培の起源につぃて』
梅樟忠夫『 タンガニーカ。ダトーガ族の牧首生活』
富川盛道『 タ

ンガニーカ。ダトーガ族の社会組織』

富田浩三『 タン
′ガユーカ・ディガ族の食生活について』

和崎亘宏『
タノガ土―力 ,パ /ノ上開拓農村の社会構造』    |

6月 2tる 日、 NHKorM放 送、「学会だエレ」の時間に小堀巌理事が日本アフリカ学会について
設立の趣旨おょび将来の課題について放送 した。



7月 初旬、小堀巌理事は東大イスラェル調査団員←■て現ル峰出発ゃ
ロィドンでの国際地理学会

に出席の後、アルジエリアに寄つてから帰国の予定

7月 下夕1岡正雄腎事は
モスク71下行われる甲嘩人類学会に出席のために済航

i S仰 会 だ よrり   、     4
月例研究会は,月、る月にそれぞれ行われ今後も月1回開く予定ですか、 7月、 8月法都合にょ
り体会することにしまし■。

なか、学会の母胎士な?たァフリカ研究会の711会が昨年8月 より行われておりましたので、その
記録を再録しておきまぁ

アフリヵ研究会について

第 1回、 8月 15日 、西野照太郎『 日本にかけるアアリヵ研究の系譜と現状』床ノ門、サヵェ
第 2回、 9月 17日 、藤甲弘手『 第1回アフリヵェスト会議について』虎ノ門、サカエ
第や回、 10月 29日、長串信弘『 人類学におけるアフリカ研究史』虎ノ門、サカェ
第4回、 11月 14日、中村弘光『 現代ナイジェリ,アの政治研究』虎ノF日、サヵェ
第 5回、 12月 18日、岩城 岡せ

『 東
アフリカの経済統合 』虎ノ門、サヵェ

第る日、 2月 11日、 原口武彦『 ロバートのフランス植民経済史につぃて』虎ノ門、
~サ
カエ

日本アフリカ学会例会について

弟平甲例会 :5月 2o日 (士 ,り 14-16時 、国立国険図書館小講堂で、本学会会長長谷川秀治
博士が「熱帯医学告アフッカ」と題する報告書を、スライードを映写ヒながら行なわれた。 19る 1
年 5-7月の現地続察を中心としたもので奇元伝染病研究所長としての専門的な知識を、ゎかり易
準誌徳で解評さ■たq出甲者約多p名

第 2回夕J会  6月 27日 (土) 14-11時 、国主国会甲書弾小講堂で、慶大助教授矢内原勝氏
が『北アフリヵ諸国の経済的問題点」と題する報告を、 1る ミリ映画とスライドも併せて発表さ
れた。矢内原氏は最近北アフリt力経済視察団の顧問として派遣されたアラブ北アフリカ 6ヵ 国の

最新の経済情勢を、平易に解説されたの出席者約 55名。

S 雑誌「アフリカ研究」について
アアツカ学会の母胎として昨年 7月 に結成さ、れたアフリヵ研究会は「アフリカ研究」という機関
誌を発行しておりました,こ の雑誌は学会成主にょり、学会の機関誌として発展的に解消致しまし
たが、残部が多少ありますので御希宰のヵにはおわけ致 L″ます。

第 1巻 第 1号  昭和 58年 12月 発行 11る 頁 夕6oo t農鉾|と も)
第 2巻 第 2号  昭和 59年 5月発行  70頁  算400      1
なお、日本ァプリヵ学会機関誌「アフリヵ研究」第 1号は甲下印刷所に廻つておりますから、 9
月末頃には会員の御手元にとどけられると思います。

S 会員カー ドについて
会員名簿作製?ため、同封の会員カードに御記入の多え、整理の都合上1週間以内に必着するよ
うお願いします。



S 東京 におけ る共同研究会について

アフリカ学会は創立以来まだ日も浅く、これを真に全国的な規模でのァフリヵニストの学会とする

ためには、組織の面でも運営の面でも会員の皆様に検討して頂くことが多々あります。今日までの学

鑓目&斬奮舗握笛躍8;誰だ夢躍曾ピ竪堪繁塚距窮綾訪:|
では、専門分野間の共同研究にょつて日本におけるアフリカ研究をす歩でも前進させたいとい多学会

創立の目的の一つを達成するには、なんとしても不十分の感がまぬがれません。こ,れを補うために、H

特定の問題について積極的に相互の研究を促進し討論を積み重ねていく研究グループを結成したいと
い多気連が一部会員の間で高まつて参りました。その一っの現われとして、さしあたり、政治学、経

済学、歴史学、社会学、社会人類学などの人文 。社会科学系の分野の在京会員有志にょって、 9月 か

ら研究会を少 くとも毎月 1回開〈計画が建てられています。まだ準備段階なので、研究テーて、運営

方法については最終的に決まつてはぃませんが、ほほ次のような方針で行う予定です。

1.統一テーマをアフリカの近代化の研究におく。
2`と りあぇず、初年度は ,一デシア、ザ/ビ ア、マラツイ 〔1日 H―デンア、ニァナラン ド連邦)
を含む束アフリカ地域 (ただし、ノマリア、エチォピアを除 ぐ)を とりあげる。
5.研究者は地域内における、ナシヨナリズムとトライバリズム、産業化と資本、都市化と移動労
初、土地所有 と農業、地域社会の構造的変化などの問題について、各々の専門分野に立脚 しなが

ら研究報告をする。

本プランの企画参加者は、現在のところ、西野照太郎、山田秀雄、中村弘光、藤田弘二、浦野起央、

長島信弘らですが、関心をもたれる会員諸氏の参加を期待 しています にて、編集係までお知せ下され

ばさらに御連絡致します。

上述のょうに、この研究会の計画は在京有志会員による一つの試みにすぎません。すでに、京都や

名古屋にはそれぞ加′の意味でアフリカニストの研究組織が存在している訳ですが、東京でもやはり研

究組織を結成してはどうかとい分のが、 これら在京有志会員の願いです。そして、このよ分な研究グ
ルーノがさらに問題ごとに結成され、密度の高い討論ができる上多になれば、学会はより充実したも
のになると思います。そ多いうゎけで、東京および周辺の会員諸氏のこの研究会への参加を持すすめ

するとともに、一般にこの提案にかんする御意見御批判を編集係まで、お寄せ下さい。

S 質問欄の新設 S編 集 後 記
会報第 5号から会員諸氏からの質問欄を設け    第 2号からこの会報の編集を担当することに
ることにな多なと,た。ア▼可ヵに関すること、    な多ました。 よろしくお願いします。
研究に関することなど、 どの二多なをとでも結 日本の夏の暑さはアフリカ左みもとのことで

構ですから御質問を百字以内に査とめて編集係   すが. 9月 からは研究分科会も新に発足するこ
まで域当多下fち 解答者は質育 4~D内容に上つ とです Lフ、会員の皆様の夏の間の御研究の成果

て係が選症才そ ととす . _を楽 しみにと,ています。   こ長島記》


